
　
　
一
、『
人
家
和
歌
集
』
に
つ
い
て

　『
人
家
和
歌
集
』
は
、
藤
原
行
家
撰
と
目
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
中

期
成
立
の
私
撰
集
で
あ
る（
１
）。
行
家
は
六
条
藤
家
の
子
孫
、
知
家

男
と
し
て
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
生
ま
れ
る
。
藤
原
定
家
没

後
の
歌
壇
に
お
い
て
、
父
や
真
観
と
と
も
に
反
御
子
左
派
と
し
て

活
動
し
、
後
に
『
続
古
今
和
歌
集
』
の
追
加
撰
者
の
一
人
と
な
っ

た
。
家
集
は
現
存
し
な
い
が
、歌
学
書
に『
温
故
抄
』が
あ
る
。『
続

後
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
八
一
首
入
集
す
る
。

　『
人
家
和
歌
集
』
は
、巻
八
か
ら
巻
一
〇
の
三
巻
の
み
現
存
し
、

そ
れ
ら
に
も
錯
簡
、
脱
落
等
が
み
ら
れ
る
。
早
く
は
福
田
秀
一
氏

に
よ
っ
て
成
立
時
期
の
推
定
や
そ
の
編
纂
態
度
、
ま
た
、
翻
刻
と

錯
乱
の
激
し
い
本
文
の
復
元
案
が
示
さ
れ
、
各
歌
人
の
歌
群
配
列

が
四
季
恋
雑
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
２
）。
近
年
で
は
、
入
集
歌
の
注
釈
も
歌
人
別
に
な
さ
れ
つ
つ
あ
る

が（
３
）、『
人
家
和
歌
集
』
全
体
に
及
ぶ
も
の
は
未
だ
見
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　
尾
道
市
立
大
学
中
世
文
藝
研
究
会
で
は
、
以
前
よ
り
後
嵯
峨
院

時
代
の
和
歌
資
料
の
作
品
分
析
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
本
年
度
は
『
人
家
和
歌
集
』
の
輪
読
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
会

で
は
二
年
前
か
ら
『
温
故
抄
』
の
翻
刻
も
進
め
て
お
り（
４
）、
今
後

は
『
人
家
和
歌
集
』
の
注
釈
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
併
せ
て
、
後

嵯
峨
院
歌
壇
に
つ
い
て
考
究
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
巻
八
巻
頭
の
前
大
僧
正
公
豪
の
和
歌
九
首

『
人
家
和
歌
集
』
を
読
む 

―

名
　
護
　
崚
　
河

由
良
木
　
陽
　
向

藤
　
川
　
功
　
和
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仲
恵
・
良
和
・
全
教
・
本
蓮
・
正
蓮
・
教
願
・
道
妙
の
二
十
二
名

に
の
ぼ
り
、
巻
九
全
体
の
約
半
数
を
数
え
る
。

　
一
方
、『
人
家
和
歌
集
』
入
集
歌
人
の
内
、『
温
故
抄
』
に
も
例

歌
が
と
ら
れ
て
い
る
歌
人
は
、
三
巻
併
せ
て
も
五
名
（
澄
覚
・
尊

海
・
実
伊
・
公
朝
・
鷹
司
院
帥
）
と
僅
か
で
あ
る
。『
温
故
抄
』

の
例
歌
は
、
行
家
が
抄
出
し
た
三
代
集
歌
を
本
歌
と
す
る
詠
に
限

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、両
書
に
お
け
る
入
集
歌
の
重
複
は
、例
え
『
人

家
和
歌
集
』
が
完
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
重
な
り
の
見
ら
れ
た
例
と
し
て
、

鷹
司
院
帥
の
一
首
を
あ
げ
る（
７
）。

◇
『
人
家
和
歌
集
』
四
二
六

　
　
　
鷹
司
院
帥
卅
五
首

　
　（
中
略
）

　
　
　
　
郭
公
を

　
　�

時
鳥
つ
ら
さ
忘
る
る
ひ
と
こ
ゑ
に
ま
た
れ
し
程
の
う
き
は
も

の
か
は

　
　�

郭
公
涙
を
か
ら
ば
こ
と
と
は
む
か
か
る
た
ぐ
ひ
の
袖
は
あ
り

や
と

◇
『�
温
故
抄
』
上
巻
・
二
九
三
～
二
九
六

（
例
歌
番
号
二
〇
九
～
二
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人
し
ら
す

の
注
釈
を
試
み
る
。
各
歌
は
、
一
～
三
番
歌
―
由
良
木
、
四
～
六

番
歌
―
名
護
、七
～
九
番
歌
―
藤
川
が
担
当
し
た
。    （
由
良
木
）

　
　
二
、『
人
家
和
歌
集
』
概
観

　
巻
八
か
ら
巻
十
ま
で
の
残
欠
本
で
は
あ
る
が
、『
人
家
和
歌
集
』

に
は
、
他
書
に
は
見
え
な
い
歌
人
と
そ
の
詠
が
入
集
し
て
お
り
、

和
歌
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
試
み
に
、『
人
家
和
歌
集
』の
入
集
歌
人
と
入
集
数
を
確
認
し（
５
）、

成
立
時
期
が
近
接
す
る
行
家
の
著
作
『
温
故
抄
』（
６
）
に
お
け
る
入

集
の
有
無
と
併
せ
て
通
覧
し
よ
う
（
本
稿
末
尾
別
表
参
照
）。

　
例
え
ば
、
巻
八
は
、
現
存
本
文
か
ら
特
定
乃
至
は
推
定
可
能
な

作
者
が
三
十
五
名
で
、
こ
の
内
『
人
家
和
歌
集
』
成
立
段
階
で
既

に
勅
撰
歌
人
で
あ
っ
た
の
は
十
二
名
（『
続
古
今
和
歌
集
』
で
勅

撰
集
初
入
集
は
八
名
）。
換
言
す
れ
ば
、
巻
八
入
集
歌
人
の
約
三

分
の
二
は
、『
人
家
和
歌
集
』
成
立
時
、
勅
撰
集
へ
入
集
せ
ず
、

さ
ら
に
、
公
宗
・
成
宣
・
有
海
・
禅
兼
・
良
性
・
守
円
・
定
勝
・

弁
全
ら
は
、「
新
編
国
歌
大
観
」
や
「
私
家
集
大
成
」
に
よ
る
か

ぎ
り
、『
人
家
和
歌
集
』
以
外
の
諸
歌
集
に
そ
の
名
が
見
え
な
い

歌
人
達
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
巻
九
で
は
、『
人
家
和
歌
集
』
以
外
の
諸
歌
集
に
見
え

な
い
歌
人
は
、
勝
秀
・
導
也
・
資
円
・
寛
慶
・
道
日
・
禅
春
・
貞

室
・
慈
性
・
観
存
・
巌
性
・
了
性
・
寂
音
・
親
道
・
源
勝
・
猷
貞
・
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抄
』
収
載
の
百
首
歌
か
ら
の
抄
出
歌
群
巻
頭
に
見
え
る
。

　
当
該
百
首
歌
に
つ
い
て
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
同
書
の
注
釈
書

に
「
宗
尊
二
十
八
歳
の
五
月
に
詠
じ
た
百
首
歌
。
本
抄
に
、
春
13

首
（
694
～
706
）、
夏
７
首
（
707
～
713
）、
秋
13
首
（
714
～
726
）・
冬

８
首
（
727
～
734
）、
恋
８
首
（
735
～
742
）、
雑
19
首
（
743
～
761
）

の
、
計
68
首
が
現
存
。
元
来
は
、
春
20
（
首
）・
夏
10
・
秋
20
・

冬
10
・
恋
20
・
雑
20
か
」
と
見
え（
８
）、
本
文
を
通
覧
す
る
と
、
以

下
の
如
く
帰
洛
後
の
宗
尊
の
憂
愁
を
滲
ま
せ
る
詠
が
、
述
懐
題
詠

以
外
に
も
散
見
す
る
。

　
　
　
文
永
六
年
五
月
百
首
歌

　
　
　
　
春

　
　�

あ
は
れ
に
も
む
か
し
に
か
は
る
子
日
し
て
昨
日
の
野
べ
と
た

れ
し
の
び
け
ん	

　
　
　
　
　
　
　 （
春
・
六
九
四
）

　
　�

と
へ
か
し
な
柳
の
門
は
跡
た
え
て
は
れ
ぬ
な
が
め
の
は
る
の

あ
し
た
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
同
・ 

六
九
九
）

　
　�

ほ
と
と
ぎ
す
う
き
に
か
た
ら
ふ
声
な
ら
ば
物
思
ふ
宿
を
過
ぎ

が
て
に
な
け			




　
　
　（
夏
・
七
〇
八
）

　
　�

い
と
は
る
る
世
に
つ
れ
な
く
て
ふ
る
物
は
五
月
の
雨
と
わ
れ

と
な
り
け
り			




　
　
　（
同
・
七
一
一
）

    
　�
か
な
し
さ
は
む
か
し
よ
り
と
も
な
ぐ
さ
ま
ず
わ
が
身
ひ
と
つ

の
秋
の
夕
暮			




　
　
　（
秋
・
七
一
七
）

    

　�

と
へ
か
し
な
物
思
ふ
や
ど
の
神
無
月
わ
が
み
時
雨
の
そ
で
は

い
か
に
と    			



　
　
　（
冬
・
七
二
九
）

　
　�

〽
聲
は
し
て
な
み
た
は
み
え
ぬ
郭
公
わ
か
衣
手
の
ひ
つ
を
か

ら
な
ん

　
　
　
　
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
子
内
親
王

�

新
古�

こ
ゑ
は
し
て
雲
路
に
む
せ
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
涙
や
そ
ゝ
く
よ
ひ

の
村
雨  

　
　
　
　
建
保
三
年
九
月
十
三
夜
内
大
臣
家
百
首
杜
郭
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
家
卿

　
　�

時
鳥
こ
ゑ
あ
ら
は
る
ゝ
こ
ろ
も
て
の
も
り
の
し
つ
く
を
な
み

た
に
や
か
る 

　
　
　
　
文
永
六
年
五
月
百
首
に
夏

　
　�

時
鳥
な
み
た
を
か
ら
は
こ
と
ゝ
は
ん
か
ゝ
る
た
く
ひ
の
袖
は

あ
り
や
と 

　
重
複
歌
は
、
行
家
が
採
歌
し
た
三
十
五
首
（
現
存
本
文
で
は
五

首
が
欠
脱
）
の
内
、
時
鳥
を
詠
じ
た
一
首
で
、『
温
故
抄
』
で
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
夏
歌
・
一
四
九
番
・
不
知
読
人
歌
の
例
歌
と
し

て
、
式
子
内
親
王
、
定
家
と
と
も
に
配
歌
さ
れ
る
。

　『
温
故
抄
』
の
記
載
か
ら
、
行
家
が
当
該
帥
詠
を
前
引
『
古
今

和
歌
集
』
歌
を
本
歌
取
り
し
た
詠
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る
と
と
も
に
、
詞
書
か
ら
当
該
歌
が
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
五

月
の
百
首
歌
の
一
首
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　『
温
故
抄
』
と
同
じ
「
文
永
六
年
五
月
百
首
」
の
詞
書
は
、
宗

尊
親
王
が
鎌
倉
将
軍
を
廃
さ
れ
帰
京
後
に
撰
し
た
『
竹
風
和
歌
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（�

４
）
尼
﨑
こ
こ
ろ
・
財
津
奈
々
・
藤
川
功
和
「
翻
刻
『
温
故
抄
』（
上
）」

（『
尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
18
号
、令
和
元
年
３
月
）、「
翻
　

刻
『
温
故
抄
』（
中
）」（『
尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
19
号
、　

令
和
２
年
３
月
）。

（�

５
）
各
歌
人
の
配
列
及
び
入
集
歌
数
や
推
定
入
集
歌
人
に
つ
い
て
は
、

福
田
氏
前
掲
（
２
）
論
文
及
び
「
新
編
国
歌
大
観
」
参
照
。

（�

６
）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』『
温
故
抄
』
の
項
で
、
池
尾
和
也
氏
は
「
文

永
三1266

年
頃
に
成
立
し
た
第
一
次
成
立
本
に
そ
の
後
入
手
し
た
資

料
を
若
干
増
補
し
て
同
八
年
七
月
七
日
挙
行
の
『
白
川
殿
探
題
百
首
』

以
後
、
同
年
一
〇
月
一
三
日
の
行
家
の
任
左
京
大
夫
以
前
に
成
立
。
但

し
、
そ
の
作
者
名
表
記
の
様
態
か
ら
は
編
集
が
草
稿
段
階
の
ま
ま
ス

ト
ッ
プ
し
た
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
」
と
記
述
す
る
。

（
７
）『
温
故
抄
』
本
文
は
、
前
掲
（
４
）
論
文
に
拠
っ
た
。

（
８
）
中
川
博
夫
氏
『
竹
風
和
歌
抄
新
注
』
下
（
令
和
元
年
　
青
簡蕑
社
）。

（�

９
）
例
え
ば
、
同
年
四
月
に
は
宗
尊
が
催
し
、
真
観
・
行
家
ら
も
詠
出

し
た
「
柿
本
影
前
百
首
」
が
み
え
る
。
佐
々
木
孝
浩
氏
「
六
条
藤
家
か

ら
九
条
家
へ
─
人
磨
影
と
大
嘗
会
和
歌
─
」（『
藝
文
研
究
』
昭
和
63
年

７
月
）。

（�
10
）
井
上
宗
雄
氏
は
「
ほ
ぼ
現
存
歌
人
に
限
っ
て
、
歌
人
別
に
撰
ん
だ

集
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。『
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』（
平
成

９
年
　
風
間
書
房
）
第
一
章 

三 

藤
原
行
家
の
生
涯
参
照
。

                            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
川
）

　
夙
に
知
ら
れ
る
如
く
、
鷹
司
院
帥
は
、
宗
尊
の
将
軍
在
職
中
に

鎌
倉
で
歌
道
師
範
を
つ
と
め
た
真
観
の
息
女
で
あ
り
、
宗
尊
が
帰

洛
後
に
催
し
た
百
首
歌
に
出
詠
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

よ
う（
９
）。

　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
以
上
、
行
家
撰
と
さ
れ
る
『
人
家
和
歌
集
』
を
、
周
辺
の
歌
書

も
交
え
な
が
ら
少
し
く
辿
っ
た
。
僅
か
三
巻
し
か
現
存
し
な
い

が
、
他
書
に
見
え
な
い
当
代
歌
人
の
詠
を
多
く
収
め（
10
）、
ま
た
他

書
と
の
併
読
に
よ
り
、
今
回
確
認
し
た
鷹
司
院
帥
の
よ
う
に
、
後

嵯
峨
院
歌
壇
の
勅
撰
歌
人
の
和
歌
事
績
を
補
う
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。
今
後
も
注
釈
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て

ゆ
き
た
い
。

〔
注
〕

（�

１
）
近
年
で
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
以
後
、
行
家
が
没
し
た
文

永
一
二
年
（
一
二
七
五
）
正
月
以
前
の
成
立
と
指
摘
さ
れ
る
。『
和
歌

文
学
大
辞
典
』（
平
成
26
年
　
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
参
照
。

（�

２
）『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
昭
和
47
年
　
角
川
書
店
）
第
二
編
第
二

章
Ⅱ
、「
人
家
和
歌
集
（
解
説
・
錯
簡
考
と
翻
刻
）」（『
国
文
学
研
究
資

料
館
紀
要
』
第
７
号
、
昭
和
56
年
３
月
）。

（�

３
）
中
川
博
夫
氏
「
大
僧
正
隆
弁
の
和
歌
注
解
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』

第
一
八
号
、平
成
26
年
３
月
）、「
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
（
一
）」（「
鶴
　

見
日
本
文
学
」
第
一
九
号
、
平
成
27
年
３
月
）
等
。



− 85 −

『人家和歌集』を読むー

老
が
よ
に
か
た
ら
ひ
つ
く
せ
郭
公
ふ
る
き
昔
を
し
の
び
ね
な
ら
ば

　
　
蛍

あ
つ
め
を
く
窓
の
蛍
よ
今
よ
り
は
衣
の
玉
の
ひ
か
り
と
も
な
れ

　
　
閑
居
秋
風

宮
こ
人
と
は
ぬ
恨
み
も
今
さ
ら
に
身
に
し
む
許
秋
風
ぞ
吹

　
　
閏
九
月
尽

此
秋
は
日
か
ず
を
そ
へ
て
な
が
月
の
今
日
を
再
び
惜
み
つ
る
哉

　
　
題
不
知

な
か
〳
〵
に
ぬ
る
が
う
ち
に
や
み
ず
も
あ
ら
む
う
つ
ゝ
の
夢
は
さ

む
る
よ
も
な
し

　
　
暁
夢

よ
は
り
行
老
の
ね
ざ
め
の
暁
は
み
る
と
し
も
な
き
夢
ぞ
は
か
な
き

　
　
懐
旧

な
ゝ
そ
ぢ
に
あ
ま
り
う
き
身
の
こ
し
か
た
を
思
ひ
い
づ
る
も
ひ
と

む
か
し
哉

　
　
身
の
ゝ
ぞ
み
か
な
ひ
て
か
し
こ
ま
り
申
侍
り
け
る
つ
い
で
に
　

か
く
許
う
き
こ
と
き
か
ぬ
み
よ
な
れ
ば
い
は
ほ
の
中
に
す
む
人
も

な
し

〔
注
釈
〕

 

一
首
目  

　
　
　
前①

大
僧
正
公
豪
九
首

　
　
　
前②

左
大
臣
家
の
十
首
歌
に
帰③

雁

　
　
三
、『
人
家
和
歌
集
』
を
読
む
─
巻
八
巻
頭
公
豪
詠
─

　
　
　
　
凡
例

　
一
、
本
文
は
、
肥
前
松
平
文
庫
本
に
拠
っ
た
。

　
一
、�

大
倉
精
神
研
究
所
本
（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
）
を

以
て
校
合
し
、校
異
が
あ
っ
た
場
合
は
（
国
）
と
つ
け
た
。

　
一
、�

適
宜
濁
点
な
ど
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め

た
。

　
一
、�

本
文
中
、校
異
を
示
し
た
箇
所
に
は
本
文
右
傍
に
傍
線
と
、

Ａ
、
Ｂ
・
・
・
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

　
一
、�

本
文
中
、
語
釈
を
施
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
右
傍
に
①
、

②
・
・
・
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

　
一
、�

そ
の
他
の
引
用
本
文
は
、原
則
と
し
て『
新
編
国
歌
大
観
』、

『
私
家
集
大
成
』
に
拠
り
、
そ
れ
以
外
は
適
宜
底
本
を
示

し
た
。
な
お
引
用
本
文
に
は
、
傍
線
、
振
り
仮
名
な
ど
を

付
し
た
。

〔
翻
刻
本
文
〕

人
家
和
歌
集
巻
第
八

　
　
前
大
僧
正
公
豪
九
首

　
　
前
左
大
臣
家
の
十
首
歌
に
帰
雁

か
り
が
ね
は
秋
と
契
て
帰
ら
ん
老
の
い
の
ち
を
い
か
ゞ
た
の
ま
む

　
　
郭
公
を
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ん
」（
秋
・
七
〇
三
・「
暁
雁
　
同
（
文
永
）七
年
八
月
十
八
日
前
左
大
臣
家

十
首
、
月
次
初
度
」）、「
身
を
か
く
す
か
け
さ
へ
あ
れ
て
嵐
山
木

の
葉
を
か
へ
す
秋
の
暮
方
」（
秋
・
七
五
三
・「
山
家
暮
秋
　
文
永

七
年
潤
九
月
尽
日
前
左
大
臣
家
月
次
十
首
」）
等
が
見
え
る
。

③
帰
雁
─
春
に
な
り
北
国
へ
帰
っ
て
い
く
雁
。
早
く
は
「
は
る
が

す
み
た
つ
を
見
す
て
て
ゆ
く
か
り
は
花
な
き
さ
と
に
す
み
や
な
ら

へ
る
」（『
古
今
和
歌
集
』
春
歌
上
・
三
一
・「
帰
雁
を
よ
め
る
」・

伊
勢
）
等
と
見
え
る
。
漢
詩
で
は
漢
の
武
帝
が
「
秋
風
辞
」
で
帰

雁
と
老
を
と
も
に
詠
み
込
ん
だ
例
が
見
え
る
。

④
か
り
が
ね
─
雁
の
鳴
き
声
、
も
し
く
は
雁
そ
の
も
の
意
で
用
い

ら
れ
る
。
　

⑤
い
か
ゞ
た
の
ま
む
─
不
確
か
な
自
分
の
命
を
必
ず
秋
に
来
る
雁

に
託
そ
う
と
す
る
も
、
自
分
の
命
は
ゆ
だ
ね
る
術
が
な
い
と
詠
じ

る
。「
い
か
に
せ
ん
ま
た
こ
む
ま
て
の
い
の
ち
た
に
た
の
ま
れ
ぬ

よ
に
か
へ
る
か
り
か
ね
」（『
柳
葉
和
歌
集
』
三
〇
二
・「
帰
雁
」）

な
ど
は
類
例
。

【
通
釈
】

　
　
前
左
大
臣
家
の
十
首
歌
で
帰
雁
（
を
詠
む
）

　
雁
は
秋
と
約
束
し
て
帰
る
よ
う
だ
。
こ
の
私
の
老
い
て
ゆ
く
命

を
ど
の
よ
う
に
ゆ
だ
ね
よ
う
か
、
い
や
ゆ
だ
ね
ら
れ
な
い
。

 

二
首
目  

　
　
郭Ａ
①

公
を

か④

り
が
ね
は
秋
と
契
て
帰Ａ

ら
ん
老
の
い
の
ち
を
い⑤

か
ゞ
た
の
ま
む

【
他
書
所
伝
】

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
雑
春
歌
・
四
八
四

　
　
帰
雁
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
座
主
公
豪

か
り
が
ね
は
秋
と
契
り
て
かＡ

へ
る
と
も
老
の
命
を
い
か
が
た
の
ま

ぬ『
題
林
愚
抄
』
春
部
四
・
一
二
〇
三

　
　
続
拾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
台
座
主
公
豪

か
り
金
は
秋
と
ち
ぎ
り
て
かＡ

へ
る
と
も
老
の
命
を
い
か
が
た
の
ま

ん【
校
異
】

　
Ａ
　
帰
ら
ん
─
か
へ
る
と
も
（
続
拾
遺
）（
題
林
愚
）

【
語
釈
】

①
前
大
僧
正
公
豪
─
三
条
左
大
臣
藤
原
実
房
男
。
建
久
七
年

（
一
一
九
六
）
八
月
生
。
明
禅
法
印
の
弟
子
。
法
勝
寺
別
当
な
ど

を
経
て
、
弘
安
元
年
四
月
一
日
、
八
三
歳
で
第
八
九
代
天
台
座
主

に
任
ぜ
ら
れ
る
（『
天
台
座
主
記
』）。『
続
古
今
和
歌
集
』
以
下
の

勅
撰
集
に
一
〇
首
入
集
。

②
前
左
大
臣
家
の
十
首
歌
─
前
左
大
臣
は
山
階
実
雄
の
こ
と
か
。

実
雄
は
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
生
で
西
園
寺
公
経
男
。
後
嵯
峨

院
歌
壇
で
活
躍
し
、
自
ら
も
歌
会
を
催
し
て
い
る
。『
続
後
撰
和

歌
集
』以
下
の
勅
撰
集
に
八
二
首
入
集
。『
大
納
言
為
家
集
』に「
き

ぬ
〳
〵
の
と
き
し
も
あ
れ
や
誰
か
た
に
衣
か
り
か
ね
鳴
て
き
つ
ら
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『人家和歌集』を読むー

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
釈
教
歌
・
一
三
五
〇

　
　（
五
百
弟
子
品
）　
　
　
　
　
天
台
座
主
公
豪

あ
つ
め
お
く
窓
の
蛍
よ
今
よ
り
は
衣
の
玉
の
ひ
か
り
と
も
な
れ

【
語
釈
】

①
あ
つ
め
お
く
窓
の
蛍
─
晋
の
車
胤
が
、
蛍
を
集
め
て
袋
に
つ

め
、
そ
の
光
で
勉
学
に
励
ん
だ
と
い
う
蛍
雪
の
故
事
を
踏
ま
え
た

表
現
。
こ
こ
で
は
そ
の
勉
学
に
い
そ
し
ん
だ
証
で
あ
る
蛍
の
光
が

「
衣
の
玉
」
の
よ
う
に
自
ら
を
仏
性
に
目
覚
め
さ
せ
る
も
の
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。「
心
あ
ら
ば
ま
ど
の
ほ
た
る
も
身
を
て

ら
せ
あ
つ
む
る
人
の
か
ず
な
ら
ず
と
も
」（『
風
雅
和
歌
集
』
雑
歌

上
・
一
五
二
六
・「（
題
し
ら
ず
）」・
光
吉
）。

②
衣
の
玉
─
法
華
経
・
五
百
弟
子
品
に
説
か
れ
る
喩
え
。
自
分
の

服
の
裏
に
縫
い
付
け
ら
れ
た
珠
に
気
付
か
ず
に
貧
し
い
暮
ら
し
を

し
て
い
た
人
が
、
友
人
か
ら
そ
の
珠
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
歓
喜
し

た
こ
と
か
ら
、
自
分
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
仏
性
に
仏
の
教
え
に

よ
っ
て
気
づ
く
こ
と
を
い
う
。「
か
け
お
き
し
こ
ろ
も
の
う
ら
の

た
ま
を
え
て
い
は
ね
に
と
き
て
光
を
ぞ
ま
つ
」（『
明
恵
上
人
集
』

一
二
三
・「
元
仁
二
年
正
月
十
三
日
、
浄
定
院
法
印
行
寛
縄
床
樹

の
詠
ど
も
に
御
返
ま
う
さ
れ
た
り
け
る
に
や
、
そ
の
返
報
に
つ
け

て
」）
な
ど
釈
教
歌
の
類
例
が
多
く
見
え
る
。

【
通
釈
】

　
　
蛍
（
を
詠
む
）

　
集
め
て
置
く
窓
に
光
る
蛍
よ
。
今
か
ら
は
衣
の
玉
の
光
と
も

老
が
よ
に
か
た
ら
ひ
つ
く
せ
郭
公
ふ
る
き
昔
を
し②

の
び
ね
な
ら
ば

【
校
異
】

　
Ａ
　
郭
公
を
―
郭
公
（
国
）

【
語
釈
】

①
郭
公
─
『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
そ
の
声
を
賞
美
さ
れ
、
夏
歌

に
多
く
詠
ま
れ
る
。
当
該
歌
で
は
「
お
い
が
よ
の
思
ひ
い
で
か
な

ほ
と
と
ぎ
す
ま
つ
に
ほ
ど
へ
ぬ
さ
夜
の
は
つ
声
」（『
正
治
初
度
百

首
』
夏
・
一
八
二
六
・
実
房
）
の
よ
う
に
、
昔
を
語
り
つ
く
し
て

く
れ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
、
長
寿
故
に
昔
を
語
り
合
う
相
手
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
す
。

②
し
の
び
ね
─
声
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
郭
公
の
啼
き
声
。
こ
こ
で

は
昔
を
し
の
ぶ
意
を
か
け
る
。「
橘
の
香
を
と
め
き
て
は
郭
公
な

れ
も
む
か
し
や
し
の
び
音
に
な
く
」（
正
治
二
年
『
石
清
水
若
宮

歌
合
』
郭
公
・
廿
一
番
左
・
一
〇
七
・
伊
綱
）

【
通
釈
】

　
　
郭
公
を
（
詠
む
）

　
年
を
取
っ
て
生
き
て
い
る
こ
の
世
に
語
り
つ
く
し
て
く
れ
、
郭

公
よ
。古
い
昔
を
し
の
ん
で
ひ
っ
そ
り
と
し
た
声
で
あ
る
な
ら
ば
。

 

三
首
目  

　
　
蛍

あ①

つ
め
を
く
窓
の
蛍
よ
今
よ
り
は
衣②

の
玉
の
ひ
か
り
と
も
な
れ

【
他
書
所
伝
】
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つ
か
は
し
侍
り
し
」）。

【
通
釈
】

　
　
閑
居
秋
風

　
都
の
人
が
、
尋
ね
て
く
れ
な
い
悲
し
み
も
、
今
は
一
層
身
に
感

じ
入
る
程
に
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。

 

五
首
目  

　
　
閏①

九
月
尽

　
此
秋
は
ひ②

か
ず
を
そ
へ
て
な
が
月
の
今③

日
を
再
び
惜
み
つ
る
哉

【
語
釈
】

①
閏
九
月
尽
─
歌
題
と
し
て
は
、『
為
忠
家
初
度
百
首
』
に
「
な

が
月
の
ひ
か
ず
を
そ
ふ
る
こ
と
し
さ
へ
あ
か
で
も
あ
き
の
を
し
ま

る
る
か
な
」（
秋
・
四
三
四
・「
閏
九
月
尽
」）
な
ど
の
例
が
見
え
る
。

②
ひ
か
ず
を
そ
へ
て
な
が
月
の
─
「
な
が
月
」
に
は
、
閏
月
に
よ

り
秋
が
長
く
な
っ
た
意
と
、九
月
の
異
称
の
「
長
月
」
が
掛
か
る
。

「
つ
ね
な
ら
は
け
ふ
や
か
き
り
の
神
無
月
な
を
な
か
月
の
お
し
き

秋
か
な
」（『
範
宗
集
』
秋
・
二
七
八
・「
閏
九
月
尽
」）。

③
今
日
を
再
び
惜
し
み
つ
る
哉
─
九
月
の
尽
日
を
惜
し
ん
だ
上
、

更
に
閏
九
月
の
尽
日
ま
で
も
惜
し
む
。「
さ
の
み
や
は
お
し
み
と

め
た
る
秋
そ
と
て
又
長
月
の
く
れ
を
な
け
か
ん
」（『
大
納
言
為
家

集
』
秋
・
七
六
三
「
潤
九
月
尽
　
同
年
潤
九
月
尽
日
前
左
大
臣
家

月
次
十
首
」）。

【
通
釈
】

な
っ
て
（
私
を
仏
性
に
目
覚
め
さ
せ
て
）
く
れ
。

 
四
首
目  

　
　
閑①

居
秋
風

　
宮②

こ
人
と③

は
ぬ
恨
み
も
今
さ
ら
に
身
に
し
む
許
秋
風
ぞ
吹

【
語
釈
】

①
閑
居
秋
風
─
閑
居
は
世
俗
を
離
れ
て
心
静
か
に
暮
ら
す
事
、
ま

た
そ
の
住
居
を
指
す
。
秋
風
は
人
事
詠
に
お
い
て
は
、
人
恋
し
さ

や
恨
み
を
象
徴
す
る
。「
人
め
見
ぬ
老
の
す
み
か
の
松
か
け
に
を

と
つ
れ
と
て
は
秋
風
そ
吹
」（『
大
納
言
為
家
集
』
秋
・
五
四
八
・「
閑

居
秋
風
　
同
七
年
八
月
十
八
日
前
左
大
臣
家
十
首
、月
次
初
度
」）

は
近
い
例
。

②
み
や
こ
び
と
─
都
に
住
む
人
、
ま
た
都
を
離
れ
て
住
む
人
が
都

に
残
る
人
々
を
指
し
て
言
う
。
都
人
の
訪
れ
を
詠
ん
だ
例
は
、
中

世
以
降
多
く
見
え
る
。「
宮
こ
人
と
は
ぬ
も
い
か
が
う
ら
む
べ
き

雲
に
わ
け
い
る
や
ど
の
か
よ
ひ
路
」（『
正
治
初
度
百
首
』
山
家

一
二
八
九
・
隆
信
）、「
宮
こ
人
と
は
て
月
日
は
す
き
の
庵
軒
に
な

れ
た
る
嶺
の
松
か
せ
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
雑
・
千
三
百
九
十
七

番
左
・
二
七
九
二
・
後
鳥
羽
院
）
な
ど
。

③
と
は
ぬ
恨
み
も
─
秋
風
の
冷
た
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
人
の
訪
れ

の
な
い
悲
し
み
ま
で
も
痛
切
に
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。「
い
ま
さ

ら
に
と
は
る
べ
し
と
も
お
も
は
ね
ば
う
ら
み
も
つ
も
る
に
は
の
し

ら
ゆ
き
」（『
荒
木
田
永
元
集
』
六
八
・「
ゆ
き
の
あ
し
た
に
申
し
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『人家和歌集』を読むー

み
ゆ
る
に
」（『
竹
風
和
歌
抄
』
文
永
六
年
八
月
百
首
歌
・
雑
・

八
二
四
）。

④
さ
む
る
よ
も
な
し
─
「
覚
む
」
は
夢
や
眠
り
か
ら
覚
め
る
意
の

他
、
迷
い
か
ら
脱
す
る
な
ど
の
意
を
持
つ
。「
よ
」
は
、「
夜
」
に

「
世
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。「
う
か
り
け
る
夢
の
契
の
身
を
さ

ら
で
さ
む
る
よ
も
な
き
な
げ
き
の
み
す
る
」（『
建
礼
門
院
右
京
大

夫
集
』
三
三
〇
）。

【
通
釈
】

　
　
題
知
ら
ず

　
な
ま
じ
っ
か
寝
て
い
る
間
に
見
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

（
夢
は
覚
め
る
け
れ
ど
も
）
う
つ
つ
の
夢
（
夢
の
よ
う
な
儚
い
現

実
の
迷
い
）
は
覚
め
る
夜
も
な
い
。

 

七
首
目  

　
　
暁①

夢

よ
は
り
行
老②

の
ね
ざ
め
の
暁③

は
み④

る
と
し
も
な
き
夢⑤

ぞ
は
か
な
き

【
語
釈
】

①
暁
夢
─
同
題
詠
の
近
例
と
し
て
、「
見
も
わ
か
ぬ
夢
も
う
つ
ゝ

も
か
な
し
き
は
老
の
ね
ふ
り
の
あ
か
つ
き
の
空
」（『
為
家
卿
集
』

建
長
五
年
・
四
八
〇
）
が
見
え
る
。

②
老
の
ね
ざ
め
─
老
人
が
目
を
覚
ま
し
が
ち
に
な
り
、
熟
睡
で
き

な
い
様
子
。「
老
眠
早
覚
常
残
夜
（
お
い
の
ね
ぶ
り
は
や
く
さ
め

て
つ
ね
に
よ
を
の
こ
す
）
病
力
先
衰
不
待
年
（
や
ま
ひ
の
ち
か
ら

　
　
閏
九
月
尽

　
今
年
の
秋
は
日
数
が
増
し
て
長
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
九
月
の

（
末
日
の
）今
日
を
再
び
名
残
惜
し
く
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
よ
。

 

六
首
目  

　
　
題
不
知

　�

な①

か
〳
〵
に
ぬ
る
が
う
ち
に
や
み②

ず
も
あ
ら
む
う③

つ
つ
の
夢
は

さ④

む
る
よ
も
な
し

【
語
釈
】

①
な
か
〳
〵
に
─
ど
っ
ち
つ
か
ず
で
中
途
半
端
な
様
子
を
言
う
。

な
ま
じ
っ
か
。「
花
さ
か
ぬ
宿
の
梢
に
中
々
に
春
と
な
つ
げ
そ
う

ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」（『
長
秋
詠
藻
』
一
〇
五
）。

②
み
ず
も
あ
ら
む
─
「
見
ず
も
あ
ら
ず
」
で
は
「
見
ず
も
あ
ら
ず

見
も
せ
ぬ
人
の
こ
ひ
し
く
は
あ
や
な
く
け
ふ
や
な
が
め
く
ら
さ

む
」（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
四
七
六
・
業
平
）
を
は
じ
め
、

散
見
す
る
が
、「
み
ず
も
あ
ら
む
」
で
は
公
豪
が
早
い
例
。
公
豪

以
後
で
は
「
見
し
や
た
れ
見
ざ
ら
ん
誰
か
み
ず
も
あ
ら
ん
み
も
せ

ぬ
人
の
み
ぬ
も
み
ぬ
か
は
」（『
後
水
尾
院
御
集
』
九
八
七
）
が
見

え
る
。

③
う
つ
つ
の
夢
─
夢
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
は
か

な
い
現
実
。「
さ
ぞ
な
げ
く
恋
を
す
る
が
の
う
つ
の
山
う
つ
つ
の

夢
の
又
し
み
え
ね
ば
」（『
拾
遺
愚
草
』
下
・
恋
・
二
六
五
三
）、

「
な
に
と
あ
る
う
つ
ゝ
の
夢
そ
ぬ
る
か
内
に
お
な
し
昔
の
こ
と
も
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【
語
釈
】

①
懐
旧
─
昔
を
思
い
出
し
懐
か
し
む
こ
と
。『
和
漢
朗
詠
集
』
下

に
「
懐
旧
」
の
立
項
が
見
え
る
。
歌
題
と
し
て
は
、『
堀
河
百
首
』

以
後
定
着
す
る
。

②
な
ゝ
そ
ぢ
に
あ
ま
り
う
き
身
─
七
十
歳
を
過
ぎ
た
詠
者
自
身
を

さ
す
。「
あ
ま
り
」
は
「
な
ゝ
そ
ぢ
に
あ
ま
り
」
と
「
あ
ま
り
う

き
身
」
の
両
様
に
掛
か
る
。
生
年
が
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
で

あ
れ
ば
（『
東
寺
長
者
補
任
』）、『
人
家
和
歌
集
』
成
立
の
上
限
と

目
さ
れ
る
文
永
八
年（
一
二
七
一
）時
点
で
七
十
六
歳
。
参
考「
お

も
ふ
こ
と
ま
ち
よ
わ
り
ゆ
く
七
十
の
あ
ま
り
か
な
し
き
と
し
の
く

れ
か
な
」（『
続
拾
遺
和
歌
集
』
雑
秋
歌
・
六
六
一
・「
前
大
納
言

為
家
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
」・
家
隆
）、「
な
な
そ
ぢ
に

あ
ま
り
か
な
し
き
な
が
め
か
な
い
る
か
た
ち
か
き
山
の
は
の
月
」

（『
玉
葉
和
歌
集
』
秋
歌
下
・
七
〇
四
・「
寛
元
元
年
九
月
十
三
夜

月
十
首
歌
の
中
に
」・
公
経
）。

③
一
昔
─
昔
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
過
去
。当
該
歌
で
は「
遥

か
昔
」
を
あ
ら
わ
す
か
。「
よ
し
の
山
ほ
き
ぢ
づ
た
ひ
に
た
づ
ね

入
り
て
花
見
し
は
る
は
ひ
と
む
か
し
か
も
」（『
山
家
集
』
九
六
・

「
山
寺
の
花
、
さ
か
り
な
り
け
る
に
、
昔
を
思
ひ
出
で
て
」）。

【
通
釈
】

　
　
懐
旧
（
の
心
を
詠
む
）

　
七
十
歳
を
過
ぎ
た
つ
ら
い
我
が
身
の
今
ま
で
過
ご
し
た
時
間
を

思
い
出
す
も
、
は
る
か
昔
の
出
来
事
の
よ
う
だ
よ
。

ま
づ
お
と
ろ
へ
て
と
し
を
ま
た
ず
）」（『
和
漢
朗
詠
集
』下
・
老
人
・

白
居
易
）。

③
暁
─
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
ま
だ
暗
い
頃
。『
万
葉
集
』で
は「
あ

か
と
き
」
と
訓
む
。
老
の
寝
覚
め
と
の
組
合
わ
せ
と
し
て
は
、「
い

で
や
こ
の
し
ぐ
れ
お
と
せ
ぬ
あ
か
つ
き
も
老
の
ね
ざ
め
は
そ
で
や

ぬ
ら
さ
ぬ
」（『
続
古
今
和
歌
集
』冬
歌
・
五
七
八
・「
暁
更
時
雨
を
」・

俊
恵
）、「
哀
に
も
か
な
ら
ず
お
い
の
ね
覚
と
て
あ
か
つ
き
ふ
か
き

夢
ぞ
の
こ
れ
る
」（『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
雑
・「（
暁
述
懐
）」・

九
八
二
）
な
ど
の
先
行
例
が
見
え
る
。

④
み
る
と
し
も
な
き
─
は
っ
き
り
と
見
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

⑤
夢
ぞ
は
か
な
き
─
本
来
的
に
頼
り
な
い
夢
が
、
浅
い
眠
り
の
中

で
見
た
た
め
に
い
や
ま
さ
に
は
っ
き
り
し
な
い
と
詠
じ
る
。「
夢

の
ご
と
は
か
な
き
物
は
な
か
り
け
り
な
に
と
て
人
に
あ
ふ
と
み
つ

ら
ん
」（『
後
撰
和
歌
集
』
恋
三
・
七
六
五
・「
題
し
ら
ず
」・
源
頼
）。

【
通
釈
】

　
　
暁
の
夢

　
衰
え
行
く
老
身
ゆ
え
目
が
覚
め
て
し
ま
う
暁
は
、
は
っ
き
り
見

る
と
い
う
こ
と
も
な
い
夢
が
本
当
に
は
か
な
い
も
の
だ
。

 

八
首
目  

　
　
懐①

旧

な②

ゝ
そ
ぢ
に
あ
ま
り
う
き
身
の
こ
し
か
た
を
思
ひ
い
づ
る
も
ひ③

と

む
か
し
哉
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『人家和歌集』を読むー

本
古
典
文
学
全
集
」
当
該
歌
脚
注
）
と
の
指
摘
が
見
え
る
。

【
通
釈
】

　
　�

我
が
身
の
願
い
が
叶
っ
て
（
御
礼
を
）
恐
れ
な
が
ら
申
し
上

げ
ま
し
た
時
に

　
こ
の
よ
う
に
（
こ
の
度
私
の
望
み
が
叶
っ
た
よ
う
に
）
こ
の
世

が
厭
わ
し
い
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
な
い
治
世
で
す
の
で
、（
古

歌
の
よ
う
に
、
世
を
遁
れ
て
）
巌
の
中
に
住
む
人
も
い
ま
せ
ん
。

【『
人
家
和
歌
集
』各
巻
入
集
歌
人
一
覧
　
付『
温
故
抄
』へ
の
採
歌
の
有
無
】

＊�

入
集
歌
数
下
の
〇
数
字
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
入
集
数
を
示
し
、　

□
囲
い
は
、
同
集
で
勅
撰
集
初
入
集
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　�

ま
た
、
網
掛
け
は
、
他
書
所
伝
に
よ
っ
て
特
定
し
得
る
作
者
を

示
し
、
入
集
歌
数
が
白
抜
き
の
も
の
は
、
和
歌
の
欠
脱
が
存
す

る
こ
と
を
示
す
。

 

九
首
目  

　
　
身①

の
ゝ
ぞ
み
か
な
ひ
て
か②

し
こ
ま
り
申
侍
り
け
る
つ
い
で
に

　�
か③

く
許
う
き
こ
と
き
か
ぬ
み④

よ
な
れ
ば
い⑤

は
ほ
の
中
に
す
む
人

も
な
し

【
本
歌
】

『
古
今
和
歌
集
』
九
五
二
・（「
題
し
ら
ず
」）

い
か
な
ら
む
巌
の
中
に
す
ま
ば
か
は
世
の
う
き
事
の
き
こ
え
こ
ざ

ら
む

①
身
の
ゝ
ぞ
み
─
詠
者
自
身
の
望
み
。「
見
れ
ば
ま
づ
い
と
ど
涙

ぞ
も
ろ
か
づ
ら
い
か
に
契
り
て
か
け
は
な
れ
け
む
」（『
新
古
今
和

歌
集
』
雑
歌
下
・
一
七
七
八
・「
身
の
の
ぞ
み
か
な
ひ
侍
ら
で
、

や
し
ろ
の
ま
じ
ら
ひ
も
せ
で
、
こ
も
り
ゐ
て
侍
り
け
る
に
、
葵
を

み
て
よ
め
る
」・
鴨
長
明
）。

②
か
し
こ
ま
り
申
─
貴
人
に
対
し
て
恐
れ
な
が
ら
申
し
上
げ
る
。

詠
歌
内
容
か
ら
治
世
者
に
対
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
か
く
許
─
こ
れ
ほ
ど
ま
で
。

④
み
よ
─
天
皇
の
治
世
。

⑤
い
は
ほ
の
中
に
す
む
人
も
な
し
─
本
歌
を
反
転
し
た
表
現
。

「
巌
」に
つ
い
て
は
、【
本
歌
】引
用
の『
古
今
和
歌
集
』の
注
釈
に
、

「『
法
句
譬ひ

喩ゆ

経
』（
無
常
品
）
に
、
死
を
遁
れ
る
た
め
に
須
弥
山

（
仏
教
で
世
界
の
中
心
に
あ
る
と
い
う
高
山
）
に
隠
れ
た
が
、
死

は
そ
こ
ま
で
追
っ
て
き
た
と
い
う
説
話
が
あ
る（
契
沖
に
よ
る
）。

こ
の
歌
の
「
巌
」
は
そ
れ
を
さ
す
も
の
か
」（
小
学
館
「
新
編
日

有
海
２

覚
基
３

源
承
３

禅
兼
３

弁
算
２

円
勇
15
①

聖
勝
１

円
範
２

良
性
２

兼
済
１

守
円
２

定
勝
３

全
家
３

隆
範
１

弁
全
２

巻
九

歌
人
51
名

円
空
２

禅
空
５

心
海
６
①

円
嘉
４

勝
秀
３

心
円
９
①

導
也
２

志
遠
10

資
円
２

寛
慶
２

円
俊
１

実
承
１

朝
守
２

上
海
３

寂
忍
３

寂
音
２

唯
教
２

行
然
３

能
慶
２

寂
恵
５

親
道
３

静
範
６

源
勝
１

猷
貞
２

宝
遍
２

玄
覚
４

任
弁
１

仲
恵
３

良
位
２

巻
十

歌
人
19
名

式
乾
門
院
御
匣
22
⑧

後
鳥
羽
院
二
条
？

安
嘉
門
院
高
倉
３
②

今
出
川
近
衛
13

経
朝
女
３

範
時
女
３

藻
璧
門
院
少
将
16
⑪

安
喜
門
院
大
弐
３
①

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
８
③

新
院
弁
内
侍
11
⑥

巻
八

歌
人
35
名

公
豪
９
①

道
慶
２
①

隆
弁
17
④

道
勝
３

澄
覚
15
⑤

定
済
３

道
玄
８
①

聖
兼
６

尊
海
15
②

尊
家
２
①

××××

○

×××
○

× 温
故

×××××××××× 温
故

××××××××××

×××××××××××××××

×××××××××××××××××××

良
和
２

良
心
２

順
真
３

全
教
１

西
円
３

定
宣
２

本
蓮
３

慈
願
３

正
蓮
１

教
願
１

道
意
１

道
妙
１

××××××××××××

温
故

巻
九

歌
人
51
名

如
円
６

道
日
２

禅
春
１

順
空
１

貞
室
１

慈
性
３

観
存
２

厳
性
１

了
性
２

定
意
５

巻
十

歌
人
19
名

鷹
司
院
帥
35
④

典
侍
親
子
？

室
町
院
中
納
言
２

皇
后
宮
内
侍
３
①

安
嘉
門
院
按
察
５

中
務
卿
親
王
家
小
督
？
③

中
務
卿
親
王
家
播
磨
２

平
親
清
女
９
②

平
親
清
女
妹
７

巻
八

歌
人
35
名

公
宗
２

実
伊
18
④

良
覚
10
②

定
円
？
③

道
雲
３

憲
実
？
①

公
朝
28

成
宣
１

教
範
１

源
全
７

×

○

××××

○

××× 温
故

×××××××××× 温
故

温
故

○

×××××××× 温
故

巻
八

温
故

巻
八

巻
九

巻
九

巻
十

温
故

巻
十
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〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、令
和
二
年
度
学
長
裁
量
教
育
研
究
費（
研
究
課
題「『
温

故
抄
』
を
起
点
と
し
た
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
な
ご
・
り
ょ
う
が
　
日
本
文
学
科
二
年
生
―

―
ゆ 

ら 

き
・
ひ
な
た
　
日
本
文
学
科
三
年
生
―

―
ふ
じ
か
わ
・
よ
し
か
ず
　
日
本
文
学
科
教
授
―

有
海
２

覚
基
３

源
承
３

禅
兼
３

弁
算
２

円
勇
15
①

聖
勝
１

円
範
２

良
性
２

兼
済
１

守
円
２

定
勝
３

全
家
３

隆
範
１

弁
全
２

巻
九

歌
人
51
名

円
空
２

禅
空
５

心
海
６
①

円
嘉
４

勝
秀
３

心
円
９
①

導
也
２

志
遠
10

資
円
２

寛
慶
２

円
俊
１

実
承
１

朝
守
２

上
海
３

寂
忍
３

寂
音
２

唯
教
２

行
然
３

能
慶
２

寂
恵
５

親
道
３

静
範
６

源
勝
１

猷
貞
２

宝
遍
２

玄
覚
４

任
弁
１

仲
恵
３

良
位
２

巻
十

歌
人
19
名

式
乾
門
院
御
匣
22
⑧

後
鳥
羽
院
二
条
？

安
嘉
門
院
高
倉
３
②

今
出
川
近
衛
13

経
朝
女
３

範
時
女
３

藻
璧
門
院
少
将
16
⑪

安
喜
門
院
大
弐
３
①

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
８
③

新
院
弁
内
侍
11
⑥

巻
八

歌
人
35
名

公
豪
９
①

道
慶
２
①

隆
弁
17
④

道
勝
３

澄
覚
15
⑤

定
済
３

道
玄
８
①

聖
兼
６

尊
海
15
②

尊
家
２
①

××××

○

×××

○

× 温
故

×××××××××× 温
故

××××××××××

×××××××××××××××

×××××××××××××××××××

良
和
２

良
心
２

順
真
３

全
教
１

西
円
３

定
宣
２
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